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風
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対
策

9
月
1
日
は
防
災
の
日

も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
家
の

風
水
害
対
策

７
月
18
日
午
後
５
時
ご
ろ
か
ら
19
日
未
明
に
か
け
て
、
九

州
地
方
は
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
で
多
数
の
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

幸
い
、
市
内
で
は
死
傷
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
総

雨
量
２
２
０
mm
を
超
え
る
豪
雨
に
よ
り
、
桜
ヶ
丘
地
区
を
は

じ
め
、
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
の
か
予
測
で
き
な
い
の
が
災
害
。

９
月
は
、
一
年
で
最
も
多
く
台
風
が
接
近
す
る
時
期
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
風
水
害
へ
の
備
え
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

7月19日午前8時ごろ
の桜ヶ丘地区。ひざ
丈くらいまで、雨水が
冠水しています。



日
ご
ろ
か
ら
、
地
区
で
組
織
す
る
自

主
防
災
組
織
な
ど
が
行
う
防
災
訓
練
な

ど
に
は
努
め
て
参
加
し
、
避
難
場
所
や

避
難
経
路
を
確
認
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
懐
中

電
灯
や
衣
類
、
非
常
食
な
ど
を
備
え
ま

し
ょ
う
。
特
に
非
常
食
は
、
3
日
分
く

ら
い
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
接
近
す
る
可
能
性
が
出
て
き

た
と
き
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

こ
ま
め
に
情
報
収
集
し
ま
し
ょ
う
。
注

意
報
や
警
報
な
ど
の
発
表
を
確
認
し
、

台
風
の
進
路
に
合
わ
せ
た
対
策
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

大
雨
に
備
え
て
、
雨
ど
い
や
側
溝
の

ゴ
ミ
や
落
ち
葉
を
片
付
け
て
、
水
は
け

を
よ
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
強
風
に
備
え
て
、
植
木
鉢
な

ど
風
に
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
室
内

に
取
り
込
ん
だ
り
、
固
定
し
た
り
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

で
き
る
だ
け
外
出
は
控
え
る
べ
き
で

す
が
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
物
が
飛
ん
で

き
た
場
合
に
備
え
、
帽
子
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
り
、
危
険
な
場
所
は
避
け
て

通
り
ま
し
ょ
う
。
転
落
の
恐
れ
が
あ
る

側
溝
や
、
崖
崩
れ
の
心
配
が
あ
る
山
な

ど
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
避
難
の
指
示
や
勧
告
を
受
け

た
と
き
に
は
、
す
み
や
か
に
従
い
ま
し

ょ
う
。
避
難
の
前
に
は
、
火
の
始
末
や

戸
締
り
を
行
い
、
両
手
が
自
由
に
使
え

る
服
装
で
、
底
の
厚
い
靴
を
履
い
て
出

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

長
靴
は
、
水
が
入
る
と
歩
き
に
く
く
な

る
の
で
、
避
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
病
人

か
ら
先
に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

用
地
防
災
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

今
回
被
害
を
受
け
た
人
は
…

今
回
の
豪
雨
で
、
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
た
人
は
、
国
税
の
申
告

や
申
請
、
請
求
の
期
限
延
長
や
、
納
税

猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
軽
減
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署

(

923)

1
4
0
0

http://w
w
w
.taxanser.nta.go.jp
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日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え

7月20日の松ヶ丘地
区。崩れた土砂がフェ
ンスを倒し、道路へ流
れてきています。

▲

｢備えあれば憂いなし｣風水害対策チェックリスト

事前に・・・

□避難場所や避難経路、周辺の危険個所の確

認

□懐中電灯や電池、ロウソク、マッチの準備

□非常持ち出し品（懐中電灯・携帯ラジオ・現

金・救急用品・衣類・薬品など）の準備

□できるだけ携帯電話を持つ

□非常食や飲料水（いずれも3日分程度）の準

備

□かわらや窓ガラスなどのひび割れ点検、

修繕

□雨どいや側溝のつまり除去

□外壁の腐りや浮きの点検、修繕

□板壁などのクギの緩みを点検、修繕

災害が起こりそうなとき・・・

□情報収集に努め、避難の準備

□窓ガラスは、内側からダンボールなどを貼

ったり、外側から板を打ち付けて補強

□ベランダや庭の、鉢植えや物干しざお、ゴミ

箱などを取り込む

事
前
に
準
備

こ
ま
め
に
情
報
収
集

被
害
を

受
け
な
い
た
め
に
も

無
駄
足
覚
悟
で

早
め
の
避
難
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10月1日から始まります

パソコンのリサイクル

ご存知ですか？

国民年金の付加年金

10月1日から、家庭で不用になったパソコンの回収・リサ
イクル制度が始まります。
これは、「資源の有効な利用の促進に関する法律」に基づ
いて、製造・販売メーカーでつくられた組織｢JEITA

ジ ェ イ タ

｣が行う
もので、回収したパソコンの部品を再利用したり再資源化し
たりする制度です。

対象(いずれも1kg以上のもの)
デスクトップパソコン（本体）
ノートブックパソコン
パソコン用ディスプレイ

※　同梱のマウスやキーボード、スピーカー、ケーブルなど
も回収の対象となります。

回収方法
①　パソコンの製造・販売メーカーに、回収を申し込む。（各
社の申込方法は、各ホームページをご覧ください。）

②　｢PCリサイクルマーク｣がついていな
い製品の場合は、各メーカー所定の方
法（郵便振替、銀行振込、クレジット、コ
ンビニエンスストアなど）で、回収再資
源化料金を支払う。（マークがついてい
る製品は、製品購入時に料金を支払っています）

③　パソコンを梱包し、メーカーから送られてきた「ゆうパ
ック伝票」を貼る。

④　最寄りの郵便局に持っていくか、戸別集荷を依頼する。
（送料無料）

▽
�▽
�▽
�

※　戸別集荷を依頼する場合は、伝票に記載されている郵
便局に電話して、集荷日時を決めます。なお、留守中の引
き取りはできません。

パソコンリサイクルQ＆A
Q 海外から直接輸入したり、自分で組み立てたりしたパソ
コンの廃棄方法は？

A 組立部品の販売店か、市役所にお問い合わせください。

Q 申込後、事情により取消す場合は？
A 郵便局に引き渡す前であれば、メーカーに連絡をすれ
ば取消すことができます。

Q ｢PCリサイクルマーク｣がないパソコンの、回収再資源
化料金は？

A おおむね次の料金になる予定です。（税別）
デスクトップパソコン(本体) 3,000円
ノートブックパソコン　3,000円
ブラウン管ディスプレイ 4,000円
ブラウン管ディスプレイ一体型パソコン　4,000円
液晶ディスプレイ 3,000円
液晶ディスプレイ一体型パソコン　3,000円

問い合わせ先
市環境対策課　 (584)1111 (584)1147
JEITA http://www.pc3r.jp/▽
�

FAX▽
�

▽
�▽
�▽
�▽
�▽
�▽
�

付加年金とは、老齢基礎年金に上乗せして支給される年
金のことです。毎月の保険料に400円を加算して納めれば、
200円に納付月数を乗じた金額が年間の年金受給額に加算
されます。
ただし、繰上げ・繰下げ請求をした場合は、付加年金の額
も老齢基礎年金と同じ率で増減されます。また、老齢基礎年
金が支給停止となった場合は、付加年金も停止されます。

○定額で40年間(480月)納めたAさんの場合

老齢基礎年金受給額
797,000円（年間）

○付加付きで40年間納めたBさんの場合

老齢基礎年金受給額＋付加年金額
797,000円＋(200円×480月)=893,000円（年間）

※　付加年金を希望する場合は、手続きが必要です。年金
手帳を持って窓口までお越しください。

南福岡社会保険事務所による年金相談
南福岡社会保険事務所職員による年金相談を行います。
「老後なんて、まだ早い」と思っている人も、自分のため
の年金です。この機会にしっかり調べておきましょう。
※　未納分の保険料を納めることもできます。
なお、相談には年金手帳を持参してください。
日時 9月26日(金)・30日(火)

午前10時～午後4時
会場 市役所1階ロビー

手続き・問い合わせ先 国保年金課年金担当
(584)1111 (584)1141FAX
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第1種低層住居専用地域に指定され
ている土地です。入札は誰でも参加で
きます。
○売却競売物件
所在地 塚原台3―45―4
地目 宅地
地積 200.94㎡
参考価格 1,510万円

○説明会
日時 9月9日(火) 午後2時～
会場 市役所208会議室
※　説明会終了後、各自で現地に移
動します。
なお、この説明会に出席せずに
入札に参加した場合でも、説明事
項を了解したものとみなします。

○入札会　
日時 9月12日(金)

午前10時30分～
(受付　午前10時～)

会場 市役所207会議室
※　詳しくは、お問い合わせください。
資料閲覧・問い合わせ先 環境対策課
(584)1111 (584)1147FAX

こ
れ
ま
で
、「
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支

援
認
定
申
請
書
」
は
、
訪
問
調
査
時
に
調
査

員
が
用
紙
を
持
参
し
、
記
入
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
法
で
は
、
認
定

の
事
務
処
理
に
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ

た
た
め
、
申
請
を
希
望
す
る
時
点
で
市
役
所

に
提
出
し
て
も
ら
う
よ
う
変
更
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
新
規
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
更
新
を
希
望

す
る
人
も
、
ま
ず
市
介
護
保
険
課
窓
口
に
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

更
新
の
手
続
き
も
変
わ
り
ま
す

現
在
、
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
有
効
期

限
が
近
づ
い
て
い
る
人
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

ハ
ガ
キ
に
よ
る
「
認
定
期
間
終
了
の
通
知
」

に
代
え
て
、「
申
請
書
」
を
同
封
し
た
封
書
を

郵
送
し
ま
す
。

更
新
を
希
望
の
場
合
は
、「
申
請
書
」
と

「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
を
持
っ
て
市
役
所

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
更
新
の
手
続
き
は
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
や
介
護
保
険
施
設
に
無
料
で
代
行
し

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。(

代
行
申
請)

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
施
設
の
職

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0
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｢住民基本台帳ネットワークシステム｣第二次サービス

｢住民基本台帳カード｣を交付します

申請方法が変わりました

要介護・要支援認定
一般競争入札

市有地を売却します

住基カードの利点
全国どこの市町村でも住民票の写し(戸籍の表示なし)の

交付が受けられます。
転出転入などの手続きが簡素化されます。
顔写真付きの｢住基カード｣は、公的な証明書としても利

用できます。

交付手続き

本人(15歳未満の市民は法定代理人)が申請し、後日、本
人(または法定代理人)に交付します
※　点字カードや顔写真のないカードも選べます。なお、
西出張所では手続きできません。

▽
�▽
�

▽
� ○申請に必要なもの

本人の顔写真（縦4.5㎝×横3.5㎝、無帽・正面・無

背景、6ヶ月以内の撮影）
※　写真は市役所でも撮影(無料)できますが、手続き
に時間がかかります。
本人確認ができるもの（運転免許証やパスポートな

ど写真つきの公的な証明書）
※お持ちでない場合は、郵便で本人照会します。
交付手数料　500円

手続き・問い合わせ先 市民課
(584)1111 (584)1141FAX

▽
�

▽
�

▽
�

｢住民基本台帳カード(住基カード)｣は、高度の個人情報保護機能を備えたICカードです。
希望する市民に有料(500円)で交付します。

申請者が、電話や市介
護保険課窓口で、要介
護・要支援認定の申請
希望を伝える。�

訪問調査日が決定する。�

調査員が訪問調査に伺
う。このとき、｢申請書｣
に必要事項を記入して
もらって持ち帰る。�

認定の事務処理が始
まる。�

申請者(家族または代
行申請者)が、市介護保
険課窓口に｢申請書｣を
提出する。�

認定の事務処理が始
まる。�

訪問調査日が決定する。�

調査員が訪問調査に
伺う。�

認定事務処理の流れ�

これまで� これから�
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
の
見
学
や
内

容
の
説
明
会
で
す
。

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

6
歳
〜
中
学
3
年

○
ス
カ
ウ
ト
活
動
見
学
会

日
時

9
月
7
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

白
水
大
池
公
園
展
望
台
広
場

と
そ
の
一
帯(

下
白
水
2
0

9)

○
活
動
内
容
説
明
会

日
時

9
月
14
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
大
谷
6
―

24
）

問
い
合
わ
せ
先

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春

日
第
1
団
事
務
局
　
尾
石
お
い
し

(

595)

1
5
5
3

(

596)

0
3
2
5

弥
生
時
代
の
ガ
ラ
ス
勾
玉
ま
が
た
ま

や
木
製
容

器
、
古
墳
時
代
の
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
うや

大
刀
な
ど
を

FAX

展
示
し
ま
す
。

遺
物
の
製
作
工
程
を
示
す
出
土
資
料

か
ら
、
先
史
時
代
（
旧
石
器
時
代
〜
古

墳
時
代
）
の
工
人
た
ち
の
〝
技
〞
に
迫

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。入
場
は
無
料
で
す
。

期
間

9
月
6
日
(土)
〜
10
月
26
日
(日)

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

(
受
付
　
午
後
4
時
30
分
ま
で)

会
場

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
特
別
展

示
室(
岡
本
3
―

57)

○
歴
史
講
座

考
古
企
画
展
の
関
連
講
座
で
す
。

日
程
・
講
師
・
テ
ー
マ

▽
9
月
6
日
(土)

藤
田
ふ
じ
た

等
ひ
と
し

さ
ん
（
静
岡
大
学
名

誉
教
授
）

「
古
代
の
ガ
ラ
ス
生
産
」

▽
10
月
11
日
(土)

比
佐
陽
一
郎

ひ
さ
よ
う
い
ち
ろ
う

さ
ん
（
福
岡
市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
文
化
財
主

事
）

「
金
銅
製
イ
ヤ
リ
ン
グ
の
製
作
」

▽
10
月
25
日
(土)

柳
田
康
雄

や
な
ぎ
だ
や
す
お

さ
ん
（
前
九
州
歴
史

資
料
館
副
館
長
）

「
古
鏡
の
は
な
し
」

時
間

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

同
資
料
館
研
修
室

定
員

各
1
0
0
人
程
度

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
直
接
窓
口
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

九
州
国
立
博
物
館(

仮
称)

が
建
設
さ

れ
る
太
宰
府
の
史
跡
や
緑
豊
か
な
地
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
18
日
(土)
（
雨
天
決
行
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

(

受
付
　
午
前
9
時
〜)

集
合
場
所

大
宰
府
政
庁
跡
（
太
宰
府

市
都
府
楼

と
ふ
ろ
う

）

コ
ー
ス
・
距
離

▽
ゆ
め
コ
ー
ス
　
10
km

▽
未
来
コ
ー
ス
　
5
km

参
加
費

一
人
3
0
0
円

定
員

各
2
5
0
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

9
月
30
日
(火)(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
で
郵
便
番
号
、住
所
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
名
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
〒
818
―

0
1
9
8

太
宰
府
市
役
所
ま
る
ご
と
博
物

FAX

館
推
進
室
内
）

(

921)

2
1
2
1

(

924)

3
8
5
7

m
a
ru
g
o
to
@
city.d

a
za
ifu
.fu
ku

o
ka
.jp

元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
五
輪
代
表
の
大
林

素
子
も
と
こ

さ
ん
ら
が
、
市
内
の
中
学
生
を
指

導
し
ま
す
。

日
時

9
月
7
日
(日)

午
後
1
時
か
ら

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
6
―

28
）

※
　
午
前
9
時
か
ら
は
、「
N
H
K
杯

春
日
市
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

の
男
女
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
も
生
中
継
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

N
H
K
福
岡
放
送
局

(

724)

2
8
4
3

(

724)

2
8
4
4

木
の
パ
ズ
ル
な
ど
の
手
作
り
お
も
ち

ゃ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

9
月
20
日
(土)

午
後
1
時
〜
3
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
実
習

室(

大
谷
6
―

24)
材
料
費

3
0
0
円
程
度

申
込
方
法

9
月
19
日
(金)
ま
で
に
、
電

FAX FAX

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
　
合
原
幸
子

ご
う
は
ら
さ
ち
こ

(

592)

6
6
0
9(

兼
用)

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
音
楽「
ガ
ム
ラ
ン
」

と
竹
楽
器
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
舞
踊

家
デ
ィ
デ
ィ
・
ニ
ニ
・
ト
ウ
ォ
さ
ん
が

優
雅
な
ジ
ャ
ワ
の
舞
を
披
露
し
ま
す
。

日
時

9
月
28
日
(日)

午
後
6
時
開
演

会
場

ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
文
化

ホ
ー
ル(

那
珂
川
町
仲ち
ゅ
う
2
9
4

―

1)

入
場
料

1

5
0
0
円

※
　
チ
ケ
ッ
ト
は
、
ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン

か
町
文
化
協
会
で
販
売
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
午
前
11
時
か
ら

同
国
の
文
化
紹
介
や
民
芸
品
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

那
珂
川
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課

(

952)

2
0
9
2

(

952)

2
0
9
3

FAX
FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

ト�

イ
ベ
ン
ト

集
ま
れ
子
ど
も
た
ち

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
見
学
説
明
会

「
先
史
時
代
の
技
術
」

考
古
企
画
展

「
屋
根
の
な
い
博
物
館
を
歩
こ
う
」

国
博
ウ
ォ
ー
ク
I
N
太
宰
府

N
H
K
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

自
由
に
観
覧
で
き
ま
す

参
加
者
募
集

子
ど
も
レ
ク
ス
ク
ー
ル

ふ
く
お
か
文
化
祭
2
0
0
3

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
舞
踊
と
竹
の
響
き

お
お
ば
や
し



情
報
ひ
ろ
ば
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日
時

9
月
19
日
(金)

午
後
7
時
〜
9

時(

開
場
　
午
後
6
時
30
分)

場
所

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル(

福
岡
市
中
央
区
天
神
て
ん
じ
ん

1
―

1
―

1)

曲
目

▽
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
▽
ス
ラ
ブ

行
進
曲
ほ
か

※
　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
第
4
師

団
広
報
室

(

591)

1
0
2
0(

内
線
5
2
4
5)

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
で
、
初
心
者
向

け
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま

す
。
家
族
や
友
人
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
に
居
住
す
る
、
成
人
を
含

む
小
学
3
年
生
以
上
の
5
人
で

構
成
し
た
チ
ー
ム
（
経
験
者
を

含
む
こ
と
が
望
ま
し
い
）

日
時

10
月
12
日
(日)(

雨
天
中
止)

午
前
10
時
〜

会
場

春
日
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
昇

町
1
―

1
4
2
）

募
集
チ
ー
ム
数

10
チ
ー
ム(

申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選)

申
込
方
法

9
月
23
日
(火)
ま
で
に
電
話

で
、
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
連
合
会
事
務
局
長
　
村
上
む
ら
か
み

(

591)

4
6
5
8

○
初
心
者
水
泳
教
室

対
象

水
や
泳
ぎ
が
苦
手
な
18
歳
以

上
の
人

日
程

10
月
1
日
〜
12
月
17
日
の
毎

週
水
曜
日(

全
12
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

3

0
0
0
円

○
メ
ン
ズ
バ
ラ
エ
テ
ィ
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
男
性

日
程

10
月
3
日
〜
11
月
21
日
の
毎

週
金
曜
日(

全
8
回)

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

参
加
費

2

0
0
0
円

○
小
学
生
水
泳
教
室

対
象

小
学
生

日
程

10
月
7
日
〜
12
月
9
日
の
毎

週
火
曜
日(

全
8
回)

※
　
毎
月
第
3
火
曜
日
は
除
き
ま
す
。

時
間

午
後
5
時
〜
7
時

参
加
費

2

0
0
0
円

定
員

各
20
人

※
　
い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
6
―
28)

申
込
方
法

9
月
1
日
(月)
〜
14
日
(日)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
直
接
窓
口
で
希
望
教
室
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名(

ふ

り
が
な)

、
年
齢(

小
学
生
水
泳

教
室
は
学
年
も
連
絡)

、
性
別
、

電
話
番
号
、
当
教
室
参
加
経
験

の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

(
915)

3
5
0
0

(

585)

1
6
3
4

家
族
み
ん
な
で
、
健
康
づ
く
り
や
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
せ
ん

か
。

〇
第
1
土
曜
日

対
象

高
校
生
以
下
の
人

期
日

9
月
6
日
(土)
・
10
月
4
日

(土)
・
11
月
1
日
(土)
・
12
月

6
日
(土)
・
平
成
16
年
1
月

10
日
(土)
・
2
月
7
日
(土)
・

FAX

3
月
6
日
(土)(

1
月
の
み
第

2
土
曜
日)

〇
家
庭
の
日(

第
3
日
曜
日)

対
象

家
族
ま
た
は
中
学
生
以
下
の

人

期
日

9
月
21
日
(日)
・
10
月
19
日

(日)
・
11
月
16
日
(日)
・
12
月

21
日
(日)
・
平
成
16
年
1
月

18
日
(日)
・
2
月
15
日
(日)
・

3
月
21
日
(日)

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
30
分

(

1
人
2
時
間
以
内)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
6
―

28)

※
　
「
3
歳
未
満
は
利
用
で
き
な
い
」

「
小
学
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

の
入
水
が
必
要
」「
全
員
水
泳
帽
子

を
着
用
す
る
」
な
ど
の
き
ま
り
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

915)

3
5
0
0

(

585)

1
6
3
4

美
容
と
健
康
、運
動
不
足
の
解
消
に
、

太
極
拳
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

FAX

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る

人
が
対
象
で
、
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

9
月
27
日
(土)

午
後
1
時
〜
5
時

場
所

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

(

大
谷
6
―

28)

申
込
方
法

9
月
25
日
(木)
午
後
7
時
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
太
極

拳
友
会
　
相
良
さ
が
ら

(

501)

1
7
1
9(

兼
用)

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎

年
6
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
提
出
し
て

い
な
い
人
が
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
6
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

未
提
出
の
人
は
、
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
母
子

児
童
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

7
7
3
9

FAX
FAX

陸
上
自
衛
隊
第
４
音
楽
隊

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ツ�

ス
ポ
ー
ツ

参
加
者
募
集

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

温
水
プ
ー
ル
水
泳
教
室

春
日
市
太
極
拳
友
会

た
い
き
ょ
く
け
ん
ゆ
う
か
い

１
日
体
験
入
門
生
募
集

�

子
育
て

提
出
し
ま
し
た
か

平
成
15
年
度
児
童
手
当
現
況
届

「
第
1
土
曜
日
」と「
家
庭
の
日
」

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放



きいて�きいて�

お誕生日おめでとう

平成14年9月14日生

高
岡

た
か
お
か

麻
由

ま

ゆ

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

平成13年9月8日生

田
中
優
貴

た
な
か
ゆ
う
き

ち
ゃ
ん(

下
白
水
北)

平成14年9月8日生

吉
川
友
翔

よ
し
か
わ
ゆ
う
と

ち
ゃ
ん(

大
土
居)

平成14年9月1日生

宮
崎
妃
南
子

み
や
ざ
き
ひ
な
こ

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

平成14年9月2日生

牛
嶋
唯
乃

う
し
じ
ま
ゆ
い
の

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

情
報
ひ
ろ
ば

8

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
促
進
と

乳
幼
児
の
交
通
安
全
の
た
め
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象

運
転
免
許
証
記
載
の
住
所
が
春

日
市
、
筑
紫
野
市
、
太
宰
府
市
、

大
野
城
市
、
那
珂
川
町
の
人

※
　
貸
出
は
交
通
安
全
協
会
会
員
を
優

先
し
、
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し

ま
す
。

貸
出
期
間

10
月
1
日
(水)
〜
平
成
16
年

3
月
22
日
(月)

申
込
方
法

9
月
8
日
(月)
〜
22
日
(月)

(

平
日
の
み)

に
、
自
動
車
運
転

免
許
証
と
印
か
ん
、
交
通
安
全

協
会
会
員
証(

会
員
の
み)

を
持

参
し
て
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
交
通
安

全
協
会(

筑
紫
野
市
二
日
市
南

ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

4
―

8
―

33)

(

924)

0
0
6
6

(

924)

0
0
6
4(

昼
間
の
み)

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が
」
は
、
子
育
て
の
手
助
け

を
し
て
ほ
し
い
人(

お
ね
が
い
会
員)

と

子
育
て
の
応
援
を
し
た
い
人(

ま
か
せ

て
会
員)

が
支
え
あ
う
会
員
組
織
で
す
。

今
回
は
、
自
宅
で
の
託
児
や
送
迎
を

行
う
「
ま
か
せ
て
会
員
」
に
な
る
た
め

の
講
習
会
で
す
。
受
講
は
無
料
で
、
託

児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

9
月
18
日
(木)
・
19
日
(金)
・
25
日

(木)
・
26
日
(金)
・
29
日
(月)
・
30
日

(火)午
前
10
時
〜
正
午(

9
月
19
日

(金)
の
み
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分)

FAX

※
　
詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
、
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場

市
役
所
4
0
6
会
議
室
な
ど

申
込
方
法

9
月
12
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
の

子
の
氏
名
、
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
―

事
務
局
（
市
役
所
こ
ど
も
未
来

課
内
）

(
584)

7
7
0
0

(

584)

7
7
3
9

保
健
師
と
栄
養
士
、
保
育
士
に
よ
る

育
児
相
談
で
す
。
離
乳
食
や
育
児
、
予

防
接
種
な
ど
の
相
談
の
ほ
か
、
身
長
・

体
重
な
ど
の
計
測
も
で
き
ま
す
。

日
時

9
月
16
日
(火)(

受
付
　
午
前
10

時
〜
11
時
30
分)

場
所

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぽ
れ
ぽ

れ(

春
日
1
―

38)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

FAX

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。
中
学
生
と
一
緒
に

手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
ま
す
。

日
時

9
月
17
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
が
対
象
の
、親
子
環
境
学
習
で
す
。

簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
自
然
の
息
吹

を
感
じ
取
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」

で
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
ま

FAX FAX

せ
ん
か
。

期
日

9
月
20
日
(土)
〜
21
日
(日)(

1
泊

2
日
・
雨
天
決
行)

場
所

夜
須
や

す

高
原
少
年
自
然
の
家
（
朝

倉
郡
夜
須
町
三
箇
山

さ
ん
が
や
ま

）

費
用

一
人
5
0
0
円(

食
事
代
を
含

む)

定
員

40
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法

9
月
8
日
(月)(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名(

希

望
者
全
員
分)

、
年
齢(

学
年)

、

性
別
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

ka
n
kyo
@
c
ity.ka

su
g
a
.fu
ku
o

ka
.jp

FAX

筑
紫
交
通
安
全
協
会

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出

み
ん
な
で
子
育
て
！

「
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が
」講
習
会

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う

子
育
て
教
室環

　
境

身
近
な
自
然
と
ふ
れ
あ
い
ま
せ
ん
か

親
子
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
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市
生
活
環
境
組
合
連
合
会
が
開
催
す

る
「
秋
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
」
で
す
。

家
庭
に
あ
る
遊
休
品
を
有
効
活
用

し
、
無
駄
な
ゴ
ミ
を
減
ら
す
環
境
に
優

し
い
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
食
品
や
手
作
り
品
、
仕
入
れ

た
品
物
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

日
時

10
月
19
日
(日)(

雨
天
中
止)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場

市
役
所
来
客
用
駐
車
場

応
募
対
象

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
の
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

※
　
グ
ル
ー
プ
は
、
対
象
者
が
一
人
含

ま
れ
て
い
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

な
お
、業
者
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

1
3
5
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
過
去
2
年
間
出
店
経
歴

が
な
い
人
を
優
先
し
抽
選
）

参
加
費

1
区
画
5
0
0
円

応
募
方
法

9
月
15
日
(月)(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所(

ビ
ル
名
も)

、
氏
名(

ふ

り
が
な)

、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
送
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

〒
816
―

8
5
0
1
「
春
日
市
役

所
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
」
係)

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

障
害
者
が
、
企
業
の
人
事
担
当
者
と

直
接
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

9
月
18
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

会
場

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル(
福

岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

13
ー

55)

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南

(

513)

8
6
0
9

(

574)

6
5
5
4

5
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を

持
つ
母
子
・
父
子
家
庭
を
対
象
に
、
親

子
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
と
し
て
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
ま
す
。

一
流
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
に
協
力
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
野
外
で
作
る
本
格
フ

ラ
ン
ス
料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時

10
月
18
日
(土)
〜
19
日
(日)

FAX FAX

場
所

県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

(

粕
屋
郡
篠
栗
さ
さ
ぐ
り

町
金
出
か
な
い
で

3
3
5

0
―

2)

募
集
人
員

15
組(

申
込
先
着
順)

参
加
費

大
人
　
4

0
0
0
円

子
ど
も
　
3

5
0
0
円
　
　

申
込
方
法

9
月
1
日
(金)
〜
26
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参

加
者
氏
名(

全
員
分)

、
生
年
月

日
、
住
所
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会

(

584)

3
9
2
2

(

584)

3
9
2
3

共
同
募
金
に
対
す
る
功
労
者
の
表
彰

式
典
と
、
知
的
障
害
を
持
つ
人
が
プ
ロ

と
し
て
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
J

O
Y
倶
楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

9
月
27
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
受
付
　
午
後
1
時
〜
）

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
ー

24
）

問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

(

581)

7
2
2
5

(

581)

7
2
5
8

FAX FAX

育
児
な
ど
を
理
由
に
退
職
し
た
人
の

再
就
職
を
支
援
す
る
講
座
で
す
。

対
象
者

再
就
職
を
希
望
す
る
県
内
在

住
の
育
児
等
退
職
者
で
、
全
日

程
を
受
講
で
き
る
人

※
　
労
働
福
祉
事
務
所
で
就
業
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

日
程

10
月
14
日
(火)
〜
17
日
(金)
・
21
日

(火)
〜
24
日
(金)
・
28
日
(火)
・
30
日

(木)(

計
10
日)

会
場

県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

9

―

15
）

定
員

20
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

受
講
料

1
万
3

0
0
0
円
（
教
材

費
）

申
込
方
法

9
月
22
日
(月)(

当
日
消
印

有
効)

ま
で
に
、
申
込
用
紙
を

直
接
持
参
す
る
か
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る

申
込
先

福
岡
労
働
福
祉
事
務
所
（
〒

810
―

0
0
4
2
福
岡
市
中
央
区

赤
坂
あ
か
さ
か

1
―

8
―

8
福
岡
西
総
合

庁
舎
5
階
）

問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」
事
業
推

進
課

(

584)
1
2
6
1

(

584)

1
2
6
2

FAX

見
直
そ
う

ゴ
ミ
の
出
し
方

「
土
」
の
出
し
方

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
園
芸
の
土
は
、

市
が
回
収
す
る
ゴ
ミ
と
し
て
は
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

出
し
方

▽
園
芸
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
古

土
再
生
用
の
資
材
を
使
っ
て
、

再
生
利
用
す
る
。

▽
民
間
の
園
芸
業
者
な
ど
に
、
有
料

で
処
分
し
て
も
ら
う
。

園
芸
店
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
店
で

植
え
替
え
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
古

土
を
処
分
し
て
く
れ
る
店
も
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

１
１
１
１

(

584)

１
１
４
７

FAX

出
店
者
募
集

秋
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

�

福
　
祉

就
業
機
会
の
拡
大
の
た
め
に

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

参
加
者
募
集

母
と
子
の
た
め
の
キ
ャ
ン
プ

共
同
募
金
運
動
推
進
大
会

福
祉
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

�

講
演
・
講
座

再
就
職
支
援
即
戦
力
セ
ミ
ナ
ー

販
売
実
務
講
座



きいて�きいて�

お誕生日おめでとう

11月生まれのお子さん募集中
写真は、お子さんの顔が
大きく写っているもので、
裏にお子さんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
10月１日までの到着分の
中から抽選で決定します。

平成14年9月4日生

有
働
友
貴

う
ど
う
と
も
き

ち
ゃ
ん(

須
玖
南)

平成14年9月28日生

大
堂
優
輝

お
お
ど
う
ゆ
う
き

ち
ゃ
ん(

春
日)

平成14年9月3日生

佐
藤
惟
子

さ
と
う
ゆ
い
こ

ち
ゃ
ん(

日
の
出
町)

平成14年9月4日生

上
野
和
希

う
え
の
か
ず
き

ち
ゃ
ん(

下
白
水
北)

情
報
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ろ
ば
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思
春
期
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
の
た

め
の
講
演
会
で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
9
日
(火)

午
後
2
時
〜
4

時(

受
付
　
午
後
1
時
20
分
〜)

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

(

大
野
城
市
白
木
し
ら
き

原ば
る

3
―

5
―

25)

演
題

「
思
春
期
の
子
ど
も
と
つ
き
あ

う
た
め
に
」

講
師

碇
い
か
り

浩
一
こ
う
い
ち

さ
ん
（
碇
精
神
医

学
研
究
所
所
長
）

定
員

90
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

9
月
5
日
(金)
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
保

健
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

(

513)

5
5
8
5

(

592)

8
4
4
4

パ
ー
ト
で
働
き
た
い
人
、
働
い
て
い

る
人
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時

9
月
24
日
(水)

午
後
1
時
〜

FAX

会
場

エ
ル
ガ
ー
ラ
中
ホ
ー
ル(

福
岡

市
中
央
区
天
神
て
ん
じ
ん

1
―

4
―

2)
内
容

▽
企
業
の
求
め
る
パ
ー
ト
人
材

像
▽
就
職
活
動
ア
ド
バ
イ
ス
▽

パ
ー
ト
労
働
に
関
す
る
説
明

（
法
律
、
税
金
、
保
険
な
ど
）

定
員

2
0
0
人

※
　
入
場
整
理
券
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
天

神
プ
ラ
ザ(

福
岡
市
中
央
区
天
神
1
―

4
―

2
エ
ル
ガ
ー
ラ
12
階)
で
配
布

(

先
着
順)

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
プ
ラ
ザ

(

725)

8
6
0
9

(

741)

0
8
1
0

パ
ソ
コ
ン
中
級
者
を
対
象
に
、
地
域

の
I
T
化
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
講
座

で
す
。

受
講
は
無
料
で
、
講
座
終
了
後
は
地

域
I
T
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
ま

す
。

日
程
　

▽
コ
ー
ス
①
　
10
月
7
日
(火)
・
8
日

(水)
・
14
日
(火)
・
15
日
(水)

▽
コ
ー
ス
②
　
10
月
9
日
(木)
・
10
日

FAX

(金)
・
16
日
(木)
・
17
日
(金)

時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分

会
場

市
役
所
6
0
2
会
議
室

講
座
内
容

▽
ワ
ー
ド
中
級
▽
エ
ク
セ

ル
中
級
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
級

▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
初
級
▽
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
技
術
▽
試
験

定
員

各
15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法

9
月
16
日
(火)
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
の
コ
ー
ス
を
書
い
て
送
る

※
　
申
し
込
み
は
1
人
1
枚
に
限
り
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
情
報
政
策

課
I
T
推
進
担
当
（
〒
816
―

8

5
0
1
春
日
市
役
所
内
）

(

584)

1
1
1
1

(

584)
1
1
4
5

在
宅
障
害
者
に
対
す
る
支
援
を
想
定

し
た
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
指

導
し
ま
す
。

FAX

受
講
は
無
料
で
す
。

期
間

10
月
6
日
(月)
〜
平
成
16
年
3
月

25
日
(木)
の
う
ち
7
日
間

会
場

日
本
I
B
M
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ザ

(

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前

は
か
た
え
き
ま
え

3
―

26
―

29)

ほ
か

定
員

1
講
座
14
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

9
月
19
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

(

584)

6
0
6
7

(

584)

6
0
7
0

kenshinkyo
-1
9
7
2
@
lim
e.o
cn.

ne.jp

建
築
士
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携

し
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
で
き
る

住
宅
改
修
な
ど
に
あ
た
る
の
が
福
祉
環

境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
こ
の
資
格
取

得
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時

9
月
20
日
(土)
・
27
日
(土)
、
10

月
4
日
(土)
・
11
日
(土)(

計
4
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

FAX

※
　
10
月
11
日
の
み
、
午
後
6
時
ま
で

で
す
。

会
場

筑
紫
野
市
商
工
会
館(

筑
紫
野

市
湯
町
ゆ
ま
ち

3
―

2
―

5)

定
員

50
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

▽
一
般
　
3
万
8

9
9
0
円

▽
商
工
会
員
　
3
万
3

9
9
0
円

申
込
方
法

9
月
16
日
(火)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工

会

(

581)

1
4
0
7

(

575)

0
7
0
2

ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
板
や
缶
に
絵
を

写
し
て
描
き
ま
す
。
誰
に
で
も
手
軽
に

楽
し
め
ま
す
。

日
時

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

リ
フ
ァ
イ
ン
春
日
（
昇
町
4
―

23
）

会
費

月
額
2

0
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

花
田

(

919)

2
4
6
6(

兼
用)

FAX
FAX

ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
・
う
つ

思
春
期
講
演
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
天
神
プ
ラ
ザ

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
職
業
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

県
地
域
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

(財)
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

Ｉ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
養
成
講
座

会
員
募
集

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

は
な
だ

試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級
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出
産
や
介
護
な
ど
に
よ
る
離
職
者

で
、
再
就
職
を
希
望
す
る
人
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時

10
月
2
日
(木)
・
3
日
(金)

午
前

9
時
45
分
〜
午
後
4
時
30
分

場
所

福
岡
市
立
婦
人
会
館
あ
い
れ
ふ

8
階
研
修
室
A(

福
岡
市
中
央

区
舞
鶴
ま
い
づ
る

2
―

5
―

1)

内
容

▽
先
輩
の
体
験
談
▽
履
歴
書
や

経
歴
書
の
書
き
方
▽
面
接
訓
練

▽
労
働
の
法
知
識
な
ど

受
講
料

1

0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員

30
人(

申
込
者
多
数
の
場
合
は

選
考)

※
　
託
児(

1
歳
〜
就
学
前
、
一
人
2

0
0
円)

も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

9
月
18
日
(木)
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
か
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
離
職
時
期
・
理
由
、

託
児
希
望
者
は
子
ど
も
の
氏

名
、
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
福
岡
労
働

福
祉
事
務
所

(

735)

6
1
5
0

(

712)

0
4
9
7

成
人
を
対
象
と
し
た
無
料
公
開
講
座

で
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時

9
月
17
日
(水)

FAX

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
6
―

24)

講
師

▽
鷹
尾
維
教

た
か
お
ゆ
き
の
り

さ
ん(

博
多
「
楽ら
く

」

所
属
・
シ
テ
方)

▽
白
坂
保
行

し
ら
さ
か
や
す
ゆ
き

さ
ん(

同
大
鼓
方)

※
　
託
児(

2
0
0
円
・
定
員
10
人)

や

手
話
通
訳(

無
料)

が
必
要
な
人
は
、

9
月
10
日
(水)
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

(
575)
4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

対
象

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

内
容

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
と
公
開

※
　
ソ
フ
ト
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル

ダ
ー
を
使
用
し
ま
す
。

日
程

10
月
1
日
(水)
・
3
日
(金)
・
6
日

月
・
8
日
(水)
・
10
日
(金)(

計
7

日)

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

大
野
城
市
商
工
会
館
（
大
野
城

市
瓦
田
か
わ
ら
だ

2
―

6
―

12
）

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

1
万
円
（
教
材
費
込
み
）

※
　
申
込
期
限
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ

い
て
は
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

9
月
1
日
(月)
〜
19
日
(金)
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

FAX

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

(

581)

3
5
5
7

(

581)

3
5
5
8

11
月
22
日
(土)
・
23
日
(日)
に
開
催
さ
れ

る
「
あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

内
容

▽
会
場
準
備
▽
会
場
案
内
な
ど

申
込
方
法

9
月
28
日
(日)(

必
着)

ま
で

に
、
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
直

接
持
参
す
る
か
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
す
る

※
　
11
月
12
日
(水)
午
後
1
時
30
分
か
ら

事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」

事
業
課

(
584)
1
2
6
1

(

584)

1
2
6
2

日
時

10
月
25
日
(土)

午
後
6
時
〜

会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中
央
区

天
神
て
ん
じ
ん

1
―

1
―

1
）

内
容

▽
横
内
謙
介

よ
こ
う
ち
け
ん
す
け

さ
ん(

劇
作
家
・
演
出
家)

と
野
村
萬

の
む
ら
ま
ん

斎さ
い

さ
ん(

狂
言
師)

に
よ
る

ト
ー
ク

FAX FAX

▽
韓
国
の
伝
統
芸
能
披
露

申
込
方
法

10
月
1
日
(水)(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
用
裏

面
に
「
入
場
整
理
券
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
者
名(

1
枚
で
2
人
ま
で
）、

返
信
用
表
面
に
自
分
の
宛
先
、

宛
名
を
書
い
て
送
る

※
　
当
選
者
に
の
み
10
月
中
旬
ま
で
に

通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
国
民
文
化

祭
室
ふ
く
お
か
文
化
祭
担
当

(

〒
812
―

8
5
4
3
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東

は
か
た
え
き
ひ
が
し
1
―

17
―

1
4
階)

(

473)

8
3
7
6

(

451)

0
0
0
3

tobium
e@
kokubunsai.pref.fukuo

ka.jp新
築
ま
た
は
既
存
の
県
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

9
月
1
日
(月)
〜
9
日
(火)

※
　
募
集
案
内
書
は
、
申
込
期
間
中
、

市
管
財
課
と
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
置

い
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
案
内
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

(

713)

1
6
8
3

(

713)

1
1
8
1

い
っ
し
ょ
に
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
み

FAX FAX

ま
せ
ん
か
。
ス
テ
ッ
プ
の
基
礎
か
ら
練

習
し
ま
す
。

日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ア
リ
ー

ナ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

問
い
合
わ
せ
先

合
原
ご
う
は
ら

(

592)

6
6
0
9

受
講
者
募
集

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

「
能
の
解
説
と
演
技
」

中
央
公
民
館
教
養
講
座

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
実
践
講
座

�

募
　
集

サ
ポ
ー
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）募
集

あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
３

参
加
者
募
集

ふ
く
お
か
文
化
祭
２
０
０
３

入
居
者
募
集

県
営
住
宅

会
員
募
集

社
交
ダ
ン
ス

退
職
し
た
ら
国
保
に
加
入

退
職
し
て
勤
務
先
の
社
会
保
険

を
喪
失
し
た
ら
、
14
日
以
内
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

で
も
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
退

職
日
の
翌
日
か
ら
取
得
し
た
こ
と
に

な
る
た
め
、
国
保
税
も
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
任
意
継
続（
会
社
の
社

会
保
険
を
継
続
）す
る
場
合
や
、
家

族
な
ど
の
社
会
保
険
の
被
扶
養
者

と
な
る
場
合
は
、
届
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
年
金
の
み
変
更
の
届

出
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

(

584)

１
１
１
１

(

584)

１
１
４
１

FAX

国
保
い
ろ
い
ろ
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健
康
と
福
祉
の
祭
り
「
い
き
い
き
フ

ェ
ス
タ
」
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
、
あ
な

た
の
一
芸
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
26
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
駐
車
場(
小

倉
3
―

2
4
2
―

1)

定
員

10
組
（
芸
の
内
容
、
舞
台
条
件

な
ど
考
慮
し
て
選
考
）

※
　
舞
台
は
5
m
×
8
m
、
時
間
は

10
分
以
内
で
、
音
響
設
備
が
利
用
で

き
ま
す
。

申
込
方
法

9
月
12
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名

（
団
体
は
団
体
名
と
代
表
者
氏

名
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
芸

の
内
容
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
フ

ェ
ス
タ
実
行
委
員
会(

市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
内)

(

581)

7
2
2
5

(

581)

7
2
5
8

外
国
人
が
関
与
す
る
刑
事
事
件
の
裁

判
手
続
き
時
に
必
要
な
通
訳
人
候
補
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
言
語

▽
タ
イ
語
▽
韓
国
・

朝
鮮
語
▽
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
▽
ベ

ン
ガ
ル
語
▽
フ
ラ
ン
ス
語
▽
イ

タ
リ
ア
語
▽
タ
ガ
ロ
グ
語
▽
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
▽
ア
ラ
ビ
ア
語
▽

FAX

ペ
ル
シ
ャ
語
▽
シ
ン
ハ
リ
語
▽

ウ
ル
ド
ゥ
語
▽
ト
ル
コ
語
▽
ヴ

ィ
エ
ト
ナ
ム
語
▽
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
▽
パ
ン
ジ
ャ
ビ
語

※
　
タ
イ
語
と
韓
国
・
朝
鮮
語
に
つ
い

て
は
、
緊
急
の
た
め
、
9
月
16
日
(火)

ま
で
に
電
話
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
地
方
裁

判
所
刑
事
訟
廷
事
務
室

(

781)

3
1
4
1

11
月
1
日
(土)
〜
3
日
(月)
の
文
化
祭

で
、
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
う
芸

能
発
表
会
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
5
人
以
上
の
団
体
（
定

期
的
に
練
習
し
て
い
る
こ
と
）

発
表
日
時

11
月
2
日
(日)

午
前
10
時
〜

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

発
表
時
間

1
団
体
15
分
程
度

応
募
方
法

9
月
17
日
(水)(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
団
体
名
、

住
所
、
代
表
者
氏
名
、
連
絡
先
、

発
表
演
目
、
定
例
の
練
習
日
、

練
習
場
所
を
書
い
て
送
る

※
　
出
場
の
可
否
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
。

な
お
、
出
場
に
要
す
る
器
材
や
交

通
費
は
す
べ
て
自
己
負
担
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当
（
〒
816
―

0
8
3

1
大
谷
6
―

24
）

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

測
定
結
果
に
応
じ
た
効
果
的
な
運
動

の
方
法
を
、
健
康
運
動
指
導
士
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

※
　
6
カ
月
以
内
に
健
診
を
受
け
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
程

9
月
11
日
(木)
、
27
日
(土)

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル

ー
ム
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

内
容

①
計
測
（
体
脂
肪
率
）

②
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
・
安
静
時
心

電
図
）

③
医
師
に
よ
る
診
断

④
体
力
測
定
（
握
力
・
柔
軟
測
定
等
）

⑤
最
大
酸
素
摂
取
量
測
定(

運
動
負
荷
を

か
け
た
約
16
分
間
の
自
転
車
こ
ぎ)

⑥
結
果
説
明
と
運
動
処
方

料
金

2

1
0
0
円

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

※
　
い
き
い
き
ル
ー
ム
で
継
続
的
に
運

動
を
始
め
た
い
人
は
、
必
ず
こ
の
健

康
度
測
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
ル

FAX

ー
ム

(

501)

1
1
6
2

(

501)

0
0
5
1

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
健
康
教
室
で
す
。予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
9
月
5
日
(金)

「
加
齢
と
眼
」
・
檜ひ

垣
卓
夫

が
き
た
く
お

さ
ん
（
眼
科
医
師
）

▽
9
月
12
日
(金)

「
薬
の
正
し
い
の
み

方
に
つ
い
て
」
・
井
上
幸
子

い
の
う
え
さ
ち
こ

さ
ん

（
薬
剤
師
主
任
）

▽
9
月
19
日
(金)

「
介
護
者
の
心
の
健

康
」
・
猿
渡
祐
子

さ
る
わ
た
り
ゆ
う
こ

さ
ん
（
訪
問
看

護
師
長
）

▽
9
月
26
日
(金)

「
食
事
で
肥
満
を
改

善
」・一
瀬
幸
絵

い
ち
の
せ
ゆ
き
え

さ
ん(

管
理
栄
養
士)

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
6

階
講
堂(

須
玖
北
4
―

5)

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

(

573)

6
6
2
2

(

573)

1
7
3
3

「
食
は
命
な
り
」。
人
間
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
時
代
に

入
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
食
生
活
を

見
つ
め
直
し
、
食
事
を
考
え
る
こ
と
に

よ
る
養
生
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
1
日
(水)

午
前
8
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分

場
所

菊
池
養
生
園(

熊
本
県
菊
池
郡

FAX FAX

泗
水
し
す
い

町)

※
　
市
の
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

内
容

▽
食
品
の
安
全
の
ビ
デ
オ
学
習

▽
竹
熊
た
け
く
ま

園
長
の
養
生
説
法
▽

健
康
食
体
験
▽
農
園
見
学

募
集
人
数

30
人(

申
込
先
着
順)

参
加
費
用

2

2
0
0
円(

昼
食
代

込
み)

申
込
方
法

9
月
3
日
(水)
〜
10
日
(水)

に
、
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

日
時

9
月
18
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
階
相

談
室(

筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

5
―

14
―

7)

定
員

6
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

9
月
11
日
(木)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

※
　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、
人

権
擁
護
委
員(

毎
週
水
・
金
曜
日)

と

法
務
局
職
員(

土
・
日
・
祝
日
を
除

く
毎
日)

が
人
権
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

FAX FAX

自
慢
の
一
芸
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か

い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
春
日
２
０
０
３

募
集
し
ま
す

裁
判
所
通
訳
人
候
補
者

あ
な
た
の
体
力
度
を
チ
ェ
ッ
ク

健
康
度
測
定
の
ご
案
内

出
場
者
募
集

第
30
回
春
日
市
文
化
祭
芸
能
発
表
会

�

健
　
康

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室

参
加
者
募
集

菊
池
養
生
園

き
く
ち
よ
う
じ
ょ
う
え
ん

研
修

�

相
　
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談
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交
通
事
故
に
関
す
る
書
類
の
作
成
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

9
月
13
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
0
7
研

修
室
（
原
町
3
―

1
―

7
）

書
類
の
種
類

▽
自
賠
責
・
任
意
保
険

金
請
求
書
▽
政
府
保
障
事
業
損

害
て
ん
補
請
求
書
▽
後
遺
障
害

等
級
認
定
異
議
申
立
書
▽
示
談

書
・
損
害
賠
償
請
求
書
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
行
政
書
士
会

(

641)

2
5
0
1

(

641)

2
5
0
3

家
出
し
た
ま
ま
生
存
が
わ
か
ら
な

い
、
自
殺
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
、

事
故
に
遭
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
な

ど
、
行
方
不
明
の
家
族
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

期
間

9
月
4
日
(木)
〜
10
日
(水)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

FAX

場
所

県
警
本
部(

福
岡
市
博
多
区
東
ひ
が
し

公
園
こ
う
え
ん

7
―

7)

持
っ
て
く
る
も
の

行
方
不
明
者
を
捜

す
手
が
か
り
に
な
る
写
真
や
戸

籍
謄
本
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

同
本
部
鑑
識
課

(

641)

4
1
4
1

最
近
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
の

マ
ナ
ー
の
低
下
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま

す
。

自
転
車
も
、
法
律
上
は
自
動
車
と
同

じ
車
両
の
ひ
と
つ
。
交
通
規
則
の
違
反

者
に
は
、
罰
金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

運
転
時
は
事
故
防
止
を
心
掛
け
、
他

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

禁
止
事
項

▽
二
人
乗
り

▽
ほ
か
の
自
転
車
と
の
並
走

▽
夜
間
の
無
灯
火
走
行

▽
信
号
・
一
時
停
止
標
識
無
視

▽
歩
行
者
の
通
行
妨
害

▽
車
の
前
方
へ
の
割
り
込
み

▽
傘
さ
し
運
転

問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

10
月
1
日
現
在
で
、「
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
の
内

容
は
、統
計
以
外
に
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX FAX

白
水
池
の
東
端
の
高
台
に
、
厳
島

い
つ
く
し
ま

神
社
の
小
さ
な
祠
ほ
こ
ら

が
あ
り
ま
す
。
白
水

池
の
守
り
神
で
、
白
水
池
水
利
組
合
に

よ
り
祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
神

さ
い
じ
ん

は

市
杵
島

い
ち
き
し
ま

姫
命

ひ
め
の
み
こ
と、

宗
像
三
神

む
な
か
た
さ
ん
し
ん

の
中
の
一

人
で
、
弁
財
天(

弁
才
天)

と
習
合
し
同

体
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
祠
は
弁
財
天

を
祀
っ
て
い
る
の
で
す
。
祠
か
ら
南
西

を
見
る
と
、
池
の
向
こ
う
に
は

観
音
山

か
ん
の
ん
や
ま

、
そ
の
か
な
た
に
背
振
山
が

遠
く
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
背
振
山

は
弁
財
天
信
仰
の
中
心
の
一
つ
で
す
。

佐
賀
県
背
振
村
か
ら
背
振
山
頂
へ
登

る
途
中
、
鳥
居
の
横
に
「
日
本
六
所
弁

に
ほ
ん
ろ
く
し
ょ
べ
ん

財
天
ざ
い
て
ん

背
振
神
社
」
の
大
き
な
看
板

が
目
立
つ
背
振
神
社
が
あ
り
ま
す
。
弁

財
天
は
弁
天
様

べ
ん
て
ん
さ
ま

と
し
て
七
福
神

し
ち
ふ
く
じ
ん

の
一
人

と
し
て
人
気
の
あ
る
仏
教
の
神
様
で

す
。
本
来
イ
ン
ド
の
神
が
起
源
で
、
河

川
や
水
の
神
で
、水
の
流
れ
る
音
か
ら
、

音
楽
ま
た
弁
舌
べ
ん
ぜ
つ(

智
慧
ち

え)

の
神
と
な
り
ま

し
た
。
わ
が
国
で
は
市
杵
島
姫
命
と
同

一
視
さ
れ
、
琵
琶
び

わ

を
抱
く
色
白
の
美
女

の
姿
で
表
現
さ
れ
ま
す
。
弁
財
天
は
通

常
海
辺
、
池
や
湖
畔
な
ど
に
祀
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
安
芸
あ

き

の
宮
島
み
や
じ
ま

の
厳
島
神

社
や
、
琵
琶
湖
の
竹
生
島

ち
く
ぶ
じ
ま

な
ど
が
有
名

で
、
こ
れ
ら
は
水
辺
に
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
背
振
の
山
頂
に
、
水
辺
の
神
が
祀
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
世
に
成
立
し
た
早
歌
そ
う
が

「
背
振
山
霊

せ
ふ
り
さ
ん
れ
い

験げ
ん

」
の
一
節
に
「
其
頂

そ
の
い
た
だ
き

に
龍
池
り
ゅ
う
ち

あ
り
」

と
、
山
頂
に
池
が
あ
っ
た
伝
承
は
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
近
く
に
背
振
よ
り
高

い
山
は
な
く
、
あ
の
狭
い
山
頂
に
大
き

な
池
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
背
振
山
系

は
筑
前
ち
く
ぜ
ん

、
肥
前
ひ
ぜ
ん

の
分
水
嶺

ぶ
ん
す
い
れ
い

に
あ
た
り
、

佐
賀
平
野
、
福
岡
平
野
の
主
要
な
河
川

は
、
こ
こ
を
水
源
と
し
て
い
ま
す
、
こ

の
水
源
の
神
と
し
て
弁
財
天
信
仰
が
成

立
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

背
振
神
社
は
中
世
の
東
門
寺

と
う
も
ん
じ

で
す
。

東
門
寺
は
背
振
山
寺

せ
ふ
り
さ
ん
じ(

背
振
山
中
の
寺

院
群
の
総
称)

の
中
心
の
一
つ
上
宮

じ
ょ
う
ぐ
う(

ほ

か
に
中
宮

ち
ゅ
う
ぐ
う

、
下
宮
げ
ぐ
う

が
あ
る)

と
し
て
、

早
良
さ
わ
ら

郡
に
領
地
を
持
ち
大
き
な
力
を
ふ

る
い
ま
し
た
。
山
岳
と
し
て
の
背
振
山

の
信
仰
は
別
の
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、

中
世
近
世
を
通
し
た
寺
院
東
門
寺
の
そ

の
信
仰
の
中
心
は
弁
財
天
信
仰
で
し

た
。
那
珂
川
町
五
箇
山

ご
か
や
ま

の
大
野
お
お
の

地
区
で

は
、
最
近
ま
で
弁
財
天
の
祭
を
佐
賀
橋

さ
が
ば
し

の
脇
に
あ
る
白
土
城
址

し
ら
つ
ち
じ
ょ
う
し

の
山
頂
で
背
振

山
に
向
か
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

背
振
山
は
こ
の
地
域
の
水
に
関
す
る
信

仰
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

296
背
振
山
3

弁
財
天

べ
ん
ざ
い
て
ん

信
仰

背振神社

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

福
岡
県
警
本
部

行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所

�

そ
の
他

自
転
車
に
乗
る
と
き
は

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

10
月
１
日
は

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
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須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
」
が
大
人
気
。
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
、
み
ん
な
元
気
に
跳
び
は
ね
て

い
ま
す
。
中
に
は
天
井
に
届
く
よ
う
な

華
麗
な
大
ジ
ャ
ン
プ
を
見
せ
て
く
れ
る

中
学
生
や
高
校
生
も
い
て
、
見
て
い
る

だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
よ
。

今
月
は
、
9
月
7
日
(日)
と
26
日
(金)
の

2
日
間
、
午
後
3
時
〜
4
時
45
分
ま
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
室
内
な

の
で
、
雨
の
日
で
も
遊
べ
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
跳
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

9月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１�

須玖南１－９１�

光町児童センター�
（５０１）７０１４ �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

サッカー教室　午後2時～3時、小学生以上�

※持っている人はボールを持参する。�

おまたせ！トランポリン�
午後3時～4時45分�

あそびの出前児童センター（映画会）�
午前10時30分～11時、場所：桜ヶ丘公民館�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

ハイハイたんぽぽ広場　午前11時～正午�

一輪車教室　午後2時～3時30分�
小学生以上、10人�

和紙で花作り（みやこわすれ）�
午後1時30分～3時、小学生以上、10人、�
200円�

親子エアロビクス�
午前10時30分～11時15分�
マタニティビクス�
午前11時25分～午後0時15分�

おはなしはじまるよ　　�
午前11時～11時30分�

1日、8日、15日（敬老の日）、16日（振替休日）、22日、23日（秋分の日）、29日�

※　　　（網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは9月2日(火)午後5時から受け付けます。（電話可 ・小学生以上は本人が申し込む・1人1行事まで）�

挑戦ギネス　午後2時～2時30分�

たんぽぽ広場　午前11時～正午��
2日�

ピヨピヨ広場　午前11時～正午��
5日、30日�

アップル広場　午前11時～正午��
2日�

ハイハイ広場（0歳児向き）　午前11時～正午�

あつまれ！ボランティア�
午後2時～3時、小学生以上�

お話会とお月見　午後7時～8時�
※小学生以下は保護者の送迎が必要です。�

敬老の日プレゼント作り(カード入れ）�
午後2時～3時30分、先着50人、30円�

一輪車でゴー！ゴー！！�
午前10時30分～正午、小学生以上�

キックベースボール�
午後2時～3時、小学3年生以上　※雨天中止�

ヨチヨチ広場（1歳児向き）　午前11時～正午�

あそびの出前児童センター�
午後1時30分～3時��
場所：大谷小学校多目的ホール�

パパぱっとできた！�
午後2時～4時、6組、300円��
※保護者同伴です。�

さくらんぼ広場　午前11時～正午��
場所：春日公園公民館　※駐車場なし�

今日のおはなしな～に？�

午後2時～2時30分�

めざせオリンピック�

午後2時～2時30分�

お月見をしよう！（月見だんごも作るよ）�

午後6時30分～8時30分、小学生以上、20人�

50円�

敬老の日プレゼント作り（キーホルダー）�

午後2時30分～4時、小学生以上、12人�

100円　�

毛勝プラバン祭り�

①午前10時～正午②午後2時～4時、20円�

毛勝秋まつり（幼児向け）　午前10時～正午�

サイエンス実験室（水中エレベーター）�

午後2時～3時、小学生以上、10人、10円�

すくすく育児相談　午前10時～11時30分�

赤ちゃん広場　午前11時30分～正午�

2日（火）�

6日（土）�

7日（日）�

9日（火）�

12日（金）�

13日（土）�

14日（日）�

20日（土）�

24日（水）�

25日（木）�

26日（金）�

27日（土）�

28日（日）�

幼児向け�
遊びの広場�

伝言版�

休館日�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

お
ま
た
せ
！

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道

15

アレグザンドラ・ハウズさん

新ALT

夏
を
感
じ
た
一
日

長
く
続
い
た
梅
雨
も
よ
う
や
く
明
け
、

や
っ
と
太
陽
の
光
が
眩
し
い
季
節
が
到

来
し
ま
し
た
。
こ
の
季
節
の
代
名
詞
で

あ
る
甲
子
園
で
は
、
今
ま
さ
に
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
▼
そ
れ
に
し

て
も
、
今
年
は
妙
な
天
気
の
日
が
多
く
、

蒸
し
暑
く
寝
苦
し
い
熱
帯
夜
が
ほ
と
ん

ど
な
い
か
わ
り
に
、
肌
に
突
き
刺
さ
る

よ
う
な
日
光
を
浴
び
た
記
憶
も
あ
ま
り

な
く
、
夏
を
感
じ
る
日
は
ご
く
わ
ず
か

で
し
た
▼
そ
ん
な
な
か
、
先
日
、
小
倉

地
区
で
行
わ
れ
た
「
盆
綱
引
き
」
を
取

材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
祭
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
元
の

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
て
い

る
行
事
に
懐
か
し
さ
を
覚
え
、
久
々
に

夏
ら
し
い
風
景
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
▼
祭
り
の
取
材
を
終
え
、
ふ
と

そ
ん
な
感
傷
に
浸
っ
て
い
た
時
、
不
意

に
子
ど
も
の
頃
と
今
の
「
祭
り
」
を
楽

し
む
感
覚
に
大
き
な
違
い
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
目
を
奪
わ
れ
る
飲
み
物
、

つ
ま
り
「
冷
た
い
ビ
ー
ル
」
で
す
。
あ

の
頃
は
、
あ
ん
な
に
お
い
し
く
な
さ
そ

う
に
見
え
て
い
た
飲
み
物
が
、
今
で
は

の
ど
の
渇
き
を
潤
す
貴
重
な
一
滴
に(

こ

う
書
い
て
い
る
割
に
、
あ
ま
り
飲
め
ま

せ
ん
が
…)

。
周
囲
の
人
を
う
ら
や
み
つ

つ
、
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
、
夏

ら
し
さ
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

○ひ

な�る�ほ�ど�

親子環境学習で行うのは？

①ネイチャーゲーム
②ビンゴゲーム
③テレビゲーム

考古企画展のテーマは？

①弥生時代の技術
②縄文時代の技術
③先史時代の技術

温水プール無料開放は｢家
庭の日｣といつ？

①第1土曜日
②第2土曜日
③第3土曜日

防災の日はいつ？

①8月1日
②9月1日
③10月1日

国民年金の付加年金保険料
は？

①800円
②600円
③400円

10人に図書券（500円分）が
当たります！

問１�

問２�

問３�

問４�

問５�

問1 ①あんどん祭り
問2 ③8月15日
問3 ①芸術
問4 ③禁煙
問5 ①道の日

（応募総数　38通）

応募方法 ハガキに、①この市
報の月日号②答え③住所④氏
名⑤電話番号⑥市報に対する
ご意見などを書いて送ってく
ださい。
あて先 〒816－8501
春日市役所広報担当
締め切り日
9月22日(月)(必着)

※　答えはすべてこの市報の中
にあります。なお、賞品の発
送をもって発表に代えます。

前
回
の
答
え

7
月
に
帰
国
し
た
レ
ズ
リ
ー
さ
ん
に
代

わ
っ
て
、
同
じ
ア
メ
リ
カ
は
ミ
ネ
ソ
タ
州

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
か
ら
新
し
い
A
L
T
、

ア
レ
グ
ザ
ン
ド
ラ
・
ハ
ウ
ズ
さ
ん
が
来

日
。
2
学
期
か
ら
、
市
内
の
2
中
学
校
と

4
小
学
校
で
、
英
語
の
指
導
助
手
を
務
め

ま
す
。

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
は
、
カ
ナ
ダ
と
国
境
を

接
す
る
人
口
約
40
万
人
の
都
会
。
有
名
な

ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

「
緑
豊
か
な
美
し
い
町
で
す
が
、
冬
の

寒
さ
は
日
本
と
は
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ

ん
」
と
い
う
ア
レ
グ
ザ
ン
ド
ラ
さ
ん
は
、

大
学
で
英
語
と
演
劇
を
学
ぶ
傍
ら
、
独
学

で
日
本
文
化
に
つ
い
て

も
勉
強
し
て
き
た
と
い

う
親
日
家
。
日
本
の
こ

と
は
、
仕
事
で
何
度
も

来
日
し
て
い
る
父
親
か

ら
も
た
く
さ
ん
教
わ
っ

て
お
り
、
俳
句
に
関
し

て
は
日
本
人
の
先
生
に

師
事
し
た
ほ
ど
の
日
本

通
で
す
。
卒
業
後
、
日

本
へ
の
思
い
が
募
っ
て
、

こ
の
A
L
T
の
道
を
選

択
し
ま
し
た
。

「
A
L
T
の
試
験
は

難
関
で
し
た
。
で
も
、

合
格
し
て
日
本
に
来
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
幸
せ
で
す
」
と
、

う
れ
し
さ
も
ひ
と
し
お
の
よ
う
で
す
。

「
生
徒
の
皆
さ
ん
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず

に
話
し
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
私
も
、
日
本

語
が
も
っ
と
上
手
く
な
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
か
ら
」
と
、
2
学
期
か
ら
お
目
に

か
か
る
子
ど
も
た
ち
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
。

「
趣
味
は
走
る
こ
と
と

漫
画
。
好
き
な
の
は
『
犬い
ぬ

夜
叉
や
し
ゃ

』
で
、
も
ち
ろ
ん
日

本
語
版
で
す
。
そ
の
影
響

で
剣
道
も
習
っ
て
い
ま

す
。
早
く
み
ん
な
に
会
っ

て
、
得
意
な
演
劇
の
こ
と

や
ア
メ
リ
カ
の
文
化
・
習

慣
に
つ
い
て
も
た
く
さ
ん

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

「
将
来
の
夢
は
、
俳
優

に
な
る
こ
と
。
で
も
今
は
、

で
き
る
だ
け
長
く
日
本
に

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
少
し
長
い
け

ど
、
ア
レ
グ
ザ
ン
ド
ラ
と
呼
ん
で
ね
」。

彼
女
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※ crocus　クロッカス�

俳優志望、俳句もひねります
※
　
中
央
の
俳
句
は
、
ア
レ
グ
ザ
ン
ド
ラ
さ
ん
が
「
春
」
を
詠
ん
だ
作
品
で
す
。
こ
の
作
品
の
解
説
は
、
授
業
で
の
お
楽
し
み
、
だ
そ
う
で
す
。

エイエルティ



「どんかん祭り」が、8月7日、岡本地区で行われま

した。

昔は、この時期、各地で田んぼの害虫を竹ざおなど

で払い落とす虫追いの行事として行われていました。

これが、今では岡本地区の子ども行事に「どんかん祭

り」として、残っています。

熊野
くま の

神社で神事が行われた後、子どもたちは、「ドン

ドンカンカンドンカンカン」と鐘や太鼓を打ち鳴らし

ながら町内を回りました。（広報レポーター　山脇友子
やまわきともこ

）

｢水週間｣にちなんだ街頭キャンペーンが、8月1日、西鉄春

日原駅とJR春日駅の両駅前で行われました。

これは、夏場の水不足に悩む福岡都市圏の市町村が、限ら

れた水資源を大切にしようと毎年この時期に行っているもの。

春日原駅前では、井上
いのうえ

市長をはじめ市職員や春日那珂川水

道企業団の職員が、通勤途中の市民に啓発物品を配って節水

を呼びかけました。

岡本地区　どんかん祭り

「長崎原爆の日」の8月9日、須玖保育所で｢反戦と

平和のつどい｣が行われました。

平和の大切さについて子どもたちや保護者に考え

てもらおうと、地域のお年寄りに戦争体験を話して

もらったり、防空ずきんにもんぺ姿の保育士たちが

｢命の大切さについて考えてみよう｣と、詩を朗読し

たりしました。

参加した子どもたちや保護者は、食べるものもなく、

苦しかった戦争時代の様子を涙を流しながら話して聞

かせるお年寄りに、じっと耳を傾けていました。

須玖保育所　反戦と平和のつどい

市 の 人 口

●総人口 108,606人

（前月比-154人）

女 55,215人　男 53,391人

●世 帯 数 42,185世帯

●転 入 688人　　●出 生 97人

●転 出 901人　　●死 亡 44人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲当時の服装で詩を朗読する保育士(右は地区のお年寄り)

▲8月15日　夏祭りでのラムネ早飲み大会(小倉)

笑
顔
で
啓
発
物
品
を
手
渡
す
井

上
市
長
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8月9日、親と子の芸術鑑賞教室の様
子。この日は陶芸を体験しました。春日
高陶会
こうとうかい

の指導のもと、お皿やコップなど
を作りました。

表
紙
の
写
真

(7/31現在)

▲水を大切に使ってね　駅前で｢水｣キャンペーン

▲暑い日差しの中、約1時間歩きました


